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研究成果の概要（和文）：トラベクレクトミーは緑内障手術で最も広くおこなわれている手術であるが、過去に眼科の
手術を受けた事がある眼では、結膜手術瘢痕があるために、手術成績が著しく悪いことが臨床研究であきらかになった
。手術成績を改善する方法として、トラベクレクトミーの際の結膜切開デザインが重要であることが臨床研究であきら
かになった。結膜上皮を再生して移植するウサギを使った動物実験で優れた術後成績が得られた。

研究成果の概要（英文）：Trabeculectomy is the most common glaucoma surgery in the world. Our clinical 
studies revealed that eyes with prior ocular surgery resulted in poorer surgical success because of 
surgical scarring in their conjunctiva. Our further clinical study suggests that the design of 
conjunctival incision during trabeculectomy is a critical factor for improving the surgical success. The 
transplantation of the regenerated conjunctival epithelium improved the surgical success for 
trabeculectomy in rabbit eyes that were associated with surgical scaring.

研究分野： 緑内障

キーワード： トランスレーショナルリサーチ

  ２版



様 式 Ｆ－１９ 

１．研究開始当初の背景 
 トラベクレクトミーは緑内障手術のゴール
ドスタンダードとして確立されているが、こ
の手術の問題点として、過去の眼科手術によ
る結膜瘢痕の存在によってその手術成績が大
きく損なわれることが経験的に知られてきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の３つの項目である。
過去の眼科手術歴がトラベクレクトミーの
手術成績を悪化させる因子なのかを証明す
ること、その臨床結果を反映する分子メカニ
ズムを解析すること、結膜手術瘢痕のある症
例に対して、結膜の再生医療を用いた治療法
を創出すること、である。 
 
３．研究の方法 
 第１に、臨床研究として、トラベクレクト
ミーの前向き研究と後ろ向き研究をおこなっ
た。術前の患者背景、これまでの手術の既往
歴などの項目で手術成績の比較検討をおこな
った。 
 第２に、結膜瘢痕を引き起こすサイトカイ
ンを同定するために、multiplex immunoassay
にて網羅的に解析をおこなった。 
 第３に、結膜手術瘢痕を取り除き、代わり
に再生した上皮組織に交換することによって、
手術成績を改善させる動物実験をおこなった。 
 
４．研究成果 
 トラベクレクトミーの後ろ向き研究では、
硝子体手術の既往歴のある症例、水晶体再建
術の既往歴、すでにトラベクレクトミーの既
往歴、血管新生緑内障、ぶどう膜炎続発緑内
障、肉芽腫性ぶどう膜炎の合併症がトラベク
レクトミーの不成功になるリスク因子であ
ることがあきらかになった。前向き研究では、
水晶体再建術既往眼と手術既往歴のない眼
に対して、同一手順でトラベクレクトミーを
おこなったところ、統計学的有意に、水晶体
再建術既往眼の方がトラベクレクトミーの
成績が悪いという結果になった。また、トラ
ベクレクトミー単独手術とトラベクレクト
ミー+水晶体再建術との同時手術との成績を
前向き比較した研究結果でも水晶体再建術
をおこなった症例のほうが有意に成績が悪
いという結果になった。以上の研究結果から、
手術既往歴のある症例では、トラベクレクト
ミーの成績が悪いということが証明された。 
 トラベクレクトミーを予定している症例
の前房水を採取し、サイトカインを解析した
ところ、monocyte chemotactic protein-1 が
水晶体再建術の既往眼で著しく上昇してい
ることがわかった。水晶体再建術をおこなう
症例の前房水を術前と術後とでそれぞれ１
回ずつ採取し、monocyte chemotactic 

protein-1の濃度を測定したところ、21例中、
21 例全例で術後の方が、monocyte 
chemotactic protein-1 の濃度が上昇してい
ることがわかった。ウサギにトラベクレクト
ミーをおこない、monocyte chemotactic 
protein-1 を添加すると、ブレブ内に単球が
浸潤することがわかった。以上の結果から、
水晶体再建術の既往眼では、炎症を惹起させ
る monocyte chemotactic protein-1 が眼内
で発現し、トラベクレクトミーの成績を悪化
させる因子であることが示唆された。 
 白色日本ウサギを用いて、結膜をハサミで
切開し、結膜手術瘢痕を作成した。その後、
その結膜手術瘢痕のあるウサギ眼にマイト
マイシン併用トラベクレクトミーをおこな
い、結膜弁の代わりに、抗炎症効果のある基
底膜に培養した上皮細胞のシートを移植し
て、ブレブを作成した。結膜弁でブレブを作
成したコントロールと比べて有意にブレブ
が維持された。また、眼科手術の既往歴のあ
る症例にトラベクレクトミーをおこなう際、
円蓋部基底結膜切開でブレブを作成するよ
りも、輪部基底結膜切開でブレブを作成する
方が、手術成績が有意に優れているという結
果がえられた。 
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